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　目的　セ,レa ースの本雍基を｡シアノエ■t,レitJ L T' シアノエーチルセIレa ースは，高置康友

のものはvll い誘C苧tホすため，I-レクトロ，レミ冬ソtンスの狐体とIて，旅置換粟・も

のiぷ耐熱弧絶脈熾として用いられている。本研知の目的μ^z.ルp -ヌ，と,アクリロニトりレ

の反/芯にfo"いて，高置換支りシアノエ,ヂ,レ≪.,レ,コース１得る反応豪律t求めると恢にそ

の反恥機構1凍討万るこt-にあゐ。

　方滅　･e. /レロース試升と{ てほ，ビスコ- スレーヨ-y （ぢd X z9りM ヌアーアルファイ

バ-) あ｀よびサIレフアイト･りレグ（レオーア製・アe尹－トグレード）を用v> μ．＼L･レロ

- Aのシア/ エチ･レ化if、フク'I a =-トりレ，水，A/a. O）H £反応秀と，L - 既応儡及，反

応ヽ時間^ のi.^jす-,β。シアノ乙ヂ1レ忿,レa -スのー換戻･ぷ-Eミ_^クロヤルグール滅,りこっ

て求め仁。加晶化度はx､腺回折或（Wa.kejtし・i.峨）によって求JO r-。

　紬果　ビスコーヌ、レーヨンおl ぴサ､レフr 4ト･’^･レプ香々5 -.)C. 7

ZS∂cc ・ 水（／り＾2.り）タμ‘∂＆（有効ア･レカリ濃良4へノz％タ
　　　　　　　　　　　　ｗ-Ｊ ---　　　　　　　Ｊ　　　　　　　ｊ　 y．－。―

クリロニト1} Iレ

を反応海ヽとしヽ反

"V
―w. 　’゛”’rf--

´　　　　’
応浪ｔ反応時咄石･ヽX-. 高蓼狼戻のシ7 ／ｴﾁ･レiZ.･レロー叉-X 得る友応乗締を求めT-.

そ<)獅粟、ビスコーλしーヨッtit、サlしフ7 Aト/v°Iレプを原料としn場合μ比較I て。

同に反た衆一什ta．*、I) 高置硬度のシアノエーナ･レ-C ･しd -スを得ろこと｡がで? た。原料ヒ

＼て用いr.ビ入ユ- スレーヨッおふぴサヽレフy A ト/＼°Iレアの瀞晶化屋i求めr' どころ■各

をり､S お｀よび/4-s.z.であバ~ .?ら(-諌々の置政屎のビスコ- スレーヨンおよびサ･レフ

ァイいヽ・､ヽ･プを用いて。置死恥t郷晶拓度^。関係£浪め、その反応機構を凍討し仁。

B 30
繊維琴み・)屑炎但焼^無炎燃*iicay) i^践ガスの比玖

尺限今尺"^ii升学　参崎碑

　旨的　可燃物今の燃･沌ダ態､K I*.M 発燃遠 1^無炎僑iJ'i^̂ *^'ヽある.前薦^i-延練を鳶函-t 2，

たい云備K ift連t 3 も・､であ1 . 後薦li 火災初期なVの加熱w よおi象であ5．編維製み

*＼-両班逢状豚心ﾉいT 発生.するがスの組成I* . 埓て量的に尺冬な相熹糾あり、その看姓も

表なるt 乃えられ5. こi T｀は種μ・､布の^ 良熾僥り

蓼的ﾚ（泰杵ト　■t の比較旅釧いn つt=．

　か気　各丿

匯遠がスの採取；ih 気喘逢にっヽ⌒X ＼i、蒼^?)ぞのま連箱朗t＼　1s^ tilSj蹟so >り0 cnの試料

布を/t属玲i^^セ-/卜しｔ下さ-^ J>．試料今・)下命ﾚヽ捧爽気火t 2-, ^燃晩がスt ぷ゛^ふい)

匯速で吸引I '<･■■'ｸ゛K珠取. I T, を量i /む£と.す3. 無炎燃焼･てっいT,i、肩炎燐鹿芝

ぞfe式粁の冶重量･為試験かi. 2､μ庵量・唇内でリ^μH・蘆衆・･もとに･o^洵芦肪-^ 3，no

熱最－蕩度は約μo°シでろゐ．套生.成がスkバッグ示雄和L . 准量t irpとk. t る.

甕吃ｶﾞｽのタ杵: 琢取＼ -Kがスkこう､、ヽて、CO, 乙乙%.素外線式乙らc-応測吏機^-より、HCM

t t゛')じV - ピラv" ゛ツ-;fe< より、アタaレA y, フセ、卜了･1/ダヒ、ド,T -e I-ソt雄知噺

式力゛叉腺知壽によ･)良量的ﾚ'.測気-r 2>．

　茸象　肩μ茫逢､ぺ､et軟し無剱が叱で･Ij、零､綿の場泰りかヽ約7倚*^-^加(- -　乙乙ii-約叫

ら践ケV t^． まWマタ-・レイッおヽよグ了ｔトT ･レ･ず'ヒドの循加も認め!､れ拓．ア■7 りレ／り

峰-^、無死慄､感ではﾉ^ 黄斑連吟・ヽ約吽傷のHCU の>^±紅々られ^．いずれも無炎孤峰綺･･、

ヵ゛λ・)嘴征が高いこi,球庵忍^れに．


